
令和５年度 研究全体計画 

小浜市立雲浜小学校 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

研修の内容 

 

学力向上関連取組 
○ 規範意識と人権意識の向上 
○ 脳活性化、たくましい体への取組 
 チャレンジタイム・マラソン 
 早寝早起き朝ごはん 
○ 豊かな心の育成 
 体験活動  
 縦割り、異学年交流 
 インクルーシブ教育の充実 
○ 学習環境の保障 
・ 支援体制 
 気がかりな児童への支援 
○ 全国学調、SASA分析・対策 

小浜市学校教育目標 
○ ふるさとを愛し、誇りに思う心を育む。 
○ よりよい人生を生き、よりよい社会を創っていく資質・能力を育む 
・「知識・技能」の習得・定着、および家庭学習の工夫 
・資質・能力を明確にした教育課程の編成 
・３S学習と ICT活用のベストミックス 

○ 健康・安全で活力ある生活習慣を育む 
・体力作り、学校保健、学校安全の充実 

○ 食への理解を深め、望ましい食習慣を育む 
・ふるさと教育と連動させた食の教育の推進 

○ すべての児童生徒と教職員が、生き生きと学び働くことのできる学校作
りを進める 
・生徒指導の３機能、特別支援教育の視点に立った学校・学級経営 

 ・学校の業務改善、教員の働き方改革を推進する。 
 授業力向上（子ども主体、深まりのある話し合い） 
 考える力を育てる授業の実践 
 学力調査等での学力水準を向上させる具体的対策 
 体験等による学びの土壌づくり ・安心できる学級づくり 

＜学校教育目標＞たくましく心豊かな雲浜の子 
＜令和５年度雲浜小学校キャッチフレーズ＞ 

学校大好き 雲浜大好き大作戦 

学校大好き 雲浜大好き 小浜大好き 

 

＜目指す児童像＞ 

問題を見つけ、解決の道筋を友だちと共に模索できる子 

 

＜研究の重点課題＞ 

思考ツールの活用と振り返りによる学びの見取りにより、深い学びにつながる授業を追求する 

《研究テーマ》  主体的に問題解決に取り組む子どもの育成 
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＜子供の姿＞ 

「思考ツール」により問題が焦点化され、振り返りにより問題点や解決法を自らつかみ、主体的に問題解決に取り組む姿 

＜教師の姿＞ 

子どもの内発性を引き出し，わかる授業作りに挑み続ける教師 

授業研究 
○ 事前研究 
 教科の本質をとらえる素材研究 
 児童の実態と単元の目標・育成する資質･能力を融合さ
せる単元構想 

 問題発見・解決場面での思考ツールの有効な活用法 
 問題発見・解決につなげる振り返りの研究 
○ 公開授業 
 〔授業を鍛える〕・縦割り授業見学 公開授業参観 保護者参観 

 〔授業をもみ合う〕・部会別研究 指導案検討 
 〔授業を高める〕・指導及び要請訪問 
○ 事後研究 
 資質能力の育成に向かう授業であったか 
 問題やその解決法を焦点化・追究する際、思考ツールの
活用は有効であったか 

 振り返りから問題発見・解決能力の育ちを見取る 

理論研修 
 3Sと構造的な板書 
 思考ツールを用いた、学習課題を焦点
化･追究する工夫 

 振り返りの書かせ方・見取り方の工夫 

学級経営・教科経営の基礎となる研修 
 人権教育・特別支援教育の視点に立った
授業づくりについて 

 主体的・意欲的に取り組む児童の育成方
法について 

 日頃の実践についての情報交換会 
 AIドリルの運用の工夫(児童ｱﾝｹｰﾄ実施) 
 IＣＴ機器による各教員の実践の共有・蓄積 
  


